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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
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【発行日】平成28年9月29日(2016.9.29)

【公開番号】特開2015-40939(P2015-40939A)
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【手続補正書】
【提出日】平成28年8月12日(2016.8.12)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
　上記の目的を達成するため、本発明のよる撮像装置は、少なくともズームレンズおよび
フォーカスレンズを備える結像光学系を介して被写体を撮像する撮像装置であって、ユー
ザの操作に応じて、撮像画角内に前記被写体をフレーミングするように前記ズームレンズ
を前記結像光学系の光軸に沿って移動させる制御手段と、前記撮像によって得られる撮像
画像において焦点検出領域を設定する設定手段と、前記焦点検出領域の画像データに応じ
て前記フォーカスレンズを前記光軸に沿って移動させて焦点調節を行う焦点調節手段と、
前記撮像画像において前記被写体を検出する被写体検出手段と、を有し、前記設定手段は
、前記被写体検出手段によって前記被写体が検出されている状態から前記被写体が検出さ
れない状態となった際、前記制御手段によるフレーミングが実行中であると、前記撮像画
像の予め定められた第１の領域を前記焦点検出領域に設定することを特徴とする。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
　本発明による制御方法は、少なくともズームレンズおよびフォーカスレンズを備える結
像光学系を介して被写体を撮像する撮像装置の制御方法であって、ユーザの操作に応じて
、撮像画角内に前記被写体をフレーミングするように前記ズームレンズを前記結像光学系
の光軸に沿って移動させる制御ステップと、前記撮像によって得られた撮像画像において
焦点検出領域を設定する設定ステップと、前記焦点検出領域の画像データに応じて前記フ
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ォーカスレンズを前記光軸に沿って移動させて焦点調節を行う焦点調節ステップと、前記
撮像画像において前記被写体を検出する被写体検出ステップと、を有し、前記設定ステッ
プでは、前記被写体検出ステップで前記被写体が検出されている状態から前記被写体が検
出されない状態となった際、前記制御ステップによるフレーミングが実行中であると、前
記撮像画像の予め定められた第１の領域を焦点検出領域に設定することを特徴とする。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１５】
　本発明による制御プログラムは、少なくともズームレンズおよびフォーカスレンズを備
える結像光学系を介して被写体を撮像する撮像装置で用いられる制御プログラムであって
、前記撮像装置が備えるコンピュータに、ユーザの操作に応じて、撮像画角内に前記被写
体をフレーミングするように前記ズームレンズを前記結像光学系の光軸に沿って移動させ
る制御ステップと、前記撮像によって得られた撮像画像において焦点検出領域を設定する
設定ステップと、前記焦点検出領域の画像データに応じて前記フォーカスレンズを前記光
軸に沿って移動させて焦点調節を行う焦点調節ステップと、前記撮像画像において前記被
写体を検出する被写体検出ステップと、実行させ、前記設定ステップでは、前記被写体検
出ステップで前記被写体が検出されている状態から前記被写体が検出されない状態となっ
た際、前記制御ステップによるフレーミングが実行中であると、前記撮像画像の予め定め
られた第１の領域に枠領域を焦点検出領域に設定することを特徴とする。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１０９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１０９】
　上述の説明から明らかなように、図１に示す例においては、撮像処理部１０５、画像処
理部１０６、顔検出部１１１、システム制御部１１５、およびズームレンズ制御部１０１
が制御手段として機能する。また、撮像処理部１０５、画像処理部１０６、顔検出部１１
１、システム制御部１１５、ＡＦゲート１１０、ＡＦ処理部１１２、およびフォーカスレ
ンズ制御部１０３が焦点調節手段として機能する。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１４
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正６】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくともズームレンズおよびフォーカスレンズを備える結像光学系を介して被写体を
撮像する撮像装置であって、
　ユーザの操作に応じて、撮像画角内に前記被写体をフレーミングするように前記ズーム
レンズを前記結像光学系の光軸に沿って移動させる制御手段と、
　前記撮像によって得られる撮像画像において焦点検出領域を設定する設定手段と、
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　前記焦点検出領域の画像データに応じて前記フォーカスレンズを前記光軸に沿って移動
させて焦点調節を行う焦点調節手段と、
　前記撮像画像において前記被写体を検出する被写体検出手段と、を有し、
　前記設定手段は、前記被写体検出手段によって前記被写体が検出されている状態から前
記被写体が検出されない状態となった際、前記制御手段によるフレーミングが実行中であ
ると、前記撮像画像の予め定められた第１の領域を前記焦点検出領域に設定することを特
徴とする撮像装置。
【請求項２】
　前記設定手段は、前記被写体検出手段によって前記被写体が検出されない状態で、前記
制御手段によるフレーミングが実行中であると、前記撮像画像の所定の領域を前記焦点検
出領域に設定することを特徴とする請求項１に記載の撮像装置。
【請求項３】
　前記設定手段は、前記被写体検出手段によって前記被写体が検出されている状態で、前
記制御手段によるフレーミングが実行中であると、前記被写体を含む領域を前記焦点検出
領域に設定することを特徴とする請求項１又は２に記載の撮像装置。
【請求項４】
　前記被写体を撮像する際、静止画撮像および動画撮像のいずれかを選択する撮像モード
選択手段を有し、
　前記撮像モード選択手段によって前記動画撮像が選択される際、前記設定手段は、前記
被写体検出手段によって前記被写体が検出されている状態から前記被写体が検出されない
状態となると、前記制御手段によるフレーミングが実行中である場合に、前記第１の領域
を前記焦点検出領域として設定することを特徴とする請求項１～３のいずれか１項に記載
の撮像装置。
【請求項５】
　前記第１の領域は前記撮像画角の中央部であることを特徴とする請求項１～４のいずれ
か１項に記載の撮像装置。
【請求項６】
　前記被写体検出手段は、前記被写体の顔領域を検出することを特徴とする請求項１～５
のいずれか１項に記載の撮像装置。
【請求項７】
　前記被写体検出手段によって前記被写体が検出されている状態で、前記被写体の動きベ
クトルに応じて被写体の動き量および動き方向を動き情報として得て、当該動き情報をメ
モリに保存する動き検出手段と、
　前記被写体検出手段によって前記被写体が検出されない状態となると、前記メモリに保
存された動き情報に応じて前記撮像画像における前記被写体の位置を推定する推定手段と
、を有し、
　前記設定手段は、前記推定手段によって推定された位置に前記焦点検出領域を設定する
ことを特徴とする請求項１～６のいずれか１項に記載の撮像装置。
【請求項８】
　少なくともズームレンズおよびフォーカスレンズを備える結像光学系を介して被写体を
撮像する撮像装置の制御方法であって、
　ユーザの操作に応じて、撮像画角内に前記被写体をフレーミングするように前記ズーム
レンズを前記結像光学系の光軸に沿って移動させる制御ステップと、
　前記撮像によって得られた撮像画像において焦点検出領域を設定する設定ステップと、
　前記焦点検出領域の画像データに応じて前記フォーカスレンズを前記光軸に沿って移動
させて焦点調節を行う焦点調節ステップと、
　前記撮像画像において前記被写体を検出する被写体検出ステップと、を有し、
　前記設定ステップでは、前記被写体検出ステップで前記被写体が検出されている状態か
ら前記被写体が検出されない状態となった際、前記制御ステップによるフレーミングが実
行中であると、前記撮像画像の予め定められた第１の領域を焦点検出領域に設定すること
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を特徴とする制御方法。
【請求項９】
　少なくともズームレンズおよびフォーカスレンズを備える結像光学系を介して被写体を
撮像する撮像装置で用いられる制御プログラムであって、
　前記撮像装置が備えるコンピュータに、
　ユーザの操作に応じて、撮像画角内に前記被写体をフレーミングするように前記ズーム
レンズを前記結像光学系の光軸に沿って移動させる制御ステップと、
　前記撮像によって得られた撮像画像において焦点検出領域を設定する設定ステップと、
　前記焦点検出領域の画像データに応じて前記フォーカスレンズを前記光軸に沿って移動
させて焦点調節を行う焦点調節ステップと、
　前記撮像画像において前記被写体を検出する被写体検出ステップと、実行させ、
　前記設定ステップでは、前記被写体検出ステップで前記被写体が検出されている状態か
ら前記被写体が検出されない状態となった際、前記制御ステップによるフレーミングが実
行中であると、前記撮像画像の予め定められた第１の領域に枠領域を焦点検出領域に設定
することを特徴とする制御プログラム。
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